
（関係条文）

○特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律（平成八年法律

第八十五号）（抄）

（趣旨）

第一条 この法律は、特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るため、特定非常災害が

発生した場合における行政上の権利利益に係る満了日の延長、履行されなかった義務に係る

免責、法人の破産手続開始の決定の特例、相続の承認又は放棄をすべき期間の特例、民事調

停法（昭和二十六年法律第二百二十二号）による調停の申立ての手数料の特例並びに建築基

準法（昭和二十五年法律第二百一号）及び景観法（平成十六年法律第百十号）による応急仮

設住宅の存続期間の特例について定めるものとする。

（行政上の権利利益に係る満了日の延長に関する措置）

第三条 次に掲げる権利利益（以下「特定権利利益」という。）に係る法律、政令又は内閣府設

置法（平成十一年法律第八十九号）第七条第三項若しくは第五十八条第四項（宮内庁法（昭

和二十二年法律第七十号）第十八条第一項において準用する場合を含む。）若しくは国家行政

組織法（昭和二十三年法律第百二十号）第十二条第一項若しくは第十三条第一項の命令若し

くは内閣府設置法第七条第五項若しくは第五十八条第六項若しくは宮内庁法第八条第五項若

しくは国家行政組織法第十四条第一項の告示（以下「法令」という。）の施行に関する事務を

所管する国の行政機関（内閣府、宮内庁並びに内閣府設置法第四十九条第一項及び第二項に

規定する機関並びに国家行政組織法第三条第二項に規定する機関をいう。以下同じ。）の長（当

該国の行政機関が内閣府設置法第四十九条第一項若しくは第二項又は国家行政組織法第三条

第二項に規定する委員会である場合にあっては、当該委員会）は、特定非常災害の被害者の

特定権利利益であってその存続期間が満了前であるものを保全し、又は当該特定権利利益で

あってその存続期間が既に満了したものを回復させるため必要があると認めるときは、特定

非常災害発生日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日（以下「延長期

日」という。）を限度として、これらの特定権利利益に係る満了日を延長する措置をとること

ができる。

一 法令に基づく行政庁の処分（特定非常災害発生日以前に行ったものに限る。）により付

与された権利その他の利益であって、その存続期間が特定非常災害発生日以後に満了する

もの

二 法令に基づき何らかの利益を付与する処分その他の行為を当該行為に係る権限を有す

る行政機関（国の行政機関及びこれらに置かれる機関並びに地方公共団体の機関に限る。）

に求めることができる権利であって、その存続期間が特定非常災害発生日以後に満了する

もの

２ 前項の規定による延長の措置は、告示により、当該措置の対象となる特定権利利益の根拠

となる法令の条項ごとに、地域を単位として、当該措置の対象者及び当該措置による延長後

の満了日を指定して行うものとする。

３ 第一項の規定による延長の措置のほか、同項第一号の行政庁又は同項第二号の行政機関（次

項において「行政庁等」という。）は、特定非常災害の被害者であって、その特定権利利益に

ついて保全又は回復を必要とする理由を記載した書面により満了日の延長の申出を行ったも

のについて、延長期日までの期日を指定してその満了日を延長することができる。

４ 延長期日が定められた後、第一項又は前項の規定による満了日の延長の措置を延長期日の

翌日以後においても特に継続して実施する必要があると認められるときは、第一項の国の行

政機関の長又は行政庁等は、同項又は前項の例に準じ、特定権利利益の根拠となる法令の条

項ごとに新たに政令で定める日を限度として、当該特定権利利益に係る満了日を更に延長す

る措置をとることができる。

５ 前各項の規定にかかわらず、災害その他やむを得ない事由がある場合における特定権利利

益に係る期間に関する措置について他の法令に別段の定めがあるときは、その定めるところ

による。



（期限内に履行されなかった義務に係る免責に関する措置）

第四条 特定非常災害発生日以後に法令に規定されている履行期限が到来する義務（以下「特

定義務」という。）であって、特定非常災害により当該履行期限が到来するまでに履行されな

かったものについて、その不履行に係る行政上及び刑事上の責任（過料に係るものを含む。

以下単に「責任」という。）が問われることを猶予する必要があるときは、政令で、特定非常

災害発生日から起算して四月を超えない範囲内において特定義務の不履行についての免責に

係る期限（以下「免責期限」という。）を定めることができる。

２ 免責期限が定められた場合において、免責期限が到来する日の前日までに履行期限が到来

する特定義務が免責期限が到来する日までに履行されたときは、当該特定義務が特定非常災

害により履行されなかったことについて、責任は問われないものとする。

３ 免責期限が定められた後、前二項に定める免責の措置を免責期限が到来する日の翌日以後

においても特に継続して実施する必要があると認められるときは、政令で、特定義務の根拠

となる法令の条項ごとに、新たに、当該特定義務の不履行についての免責に係る期限を定め

ることができる。前項の規定は、この場合について準用する。

４ 前三項の規定にかかわらず、特定義務が災害その他やむを得ない事由によりその履行期限

が到来するまでに履行されなかった場合について他の法令に別段の定めがあるときは、その

定めるところによる。

○高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成十三年法律第二十六号）（抄）

（サービス付き高齢者向け住宅事業の登録）

第五条 高齢者向けの賃貸住宅又は老人福祉法第二十九条第一項に規定する有料老人ホーム

（以下単に「有料老人ホーム」という。）であって居住の用に供する専用部分を有するものに

高齢者（国土交通省令・厚生労働省令で定める年齢その他の要件に該当する者をいう。以下

この章において同じ。）を入居させ、状況把握サービス（入居者の心身の状況を把握し、その

状況に応じた一時的な便宜を供与するサービスをいう。以下同じ。）、生活相談サービス（入

居者が日常生活を支障なく営むことができるようにするために入居者からの相談に応じ必要

な助言を行うサービスをいう。以下同じ。）その他の高齢者が日常生活を営むために必要な福

祉サービスを提供する事業（以下「サービス付き高齢者向け住宅事業」という。）を行う者は、

サービス付き高齢者向け住宅事業に係る賃貸住宅又は有料老人ホーム（以下「サービス付き

高齢者向け住宅」という。）を構成する建築物ごとに、都道府県知事の登録を受けることがで

きる。

２ 前項の登録は、五年ごとにその更新を受けなければ、その期間の経過によって、その効力

を失う。

３ 前項の更新の申請があった場合において、同項の期間（以下この条において「登録の有効

期間」という。）の満了の日までにその申請に対する処分がされないときは、従前の登録は、

登録の有効期間の満了後もその処分がされるまでの間は、なおその効力を有する。

４ 前項の場合において、登録の更新がされたときは、その登録の有効期間は、従前の登録の

有効期間の満了の日の翌日から起算するものとする。

（登録事項等の変更）

第九条 登録事業を行う者（以下「登録事業者」という。）は、第六条第一項各号に掲げる事項

（以下「登録事項」という。）に変更があったとき、又は同条第二項に規定する添付書類の記

載事項に変更があったときは、その日から三十日以内に、その旨を都道府県知事に届け出な

ければならない。

２ 前項の規定による届出をする場合には、国土交通省令・厚生労働省令で定める書類を添付

しなければならない。

３ 都道府県知事は、第一項の規定による届出（登録事項の変更に係るものに限る。）を受けた

ときは、第二十六条第一項又は第二項の規定により登録を取り消す場合を除き、当該変更が

あった登録事項を登録簿に記載して、変更の登録をしなければならない。

４ 都道府県知事は、前項の規定により変更の登録をしたときは、遅滞なく、その旨を当該登



録に係る登録住宅の存する市町村の長に通知しなければならない。

（地位の承継）

第十一条 登録事業者がその登録事業を譲渡したときは、譲受人は、登録事業者の地位を承継

する。

２ 登録事業者について相続、合併又は分割（登録事業を承継させるものに限る。）があったと

きは、相続人、合併後存続する法人若しくは合併により設立された法人又は分割によりその

事業を承継した法人は、登録事業者の地位を承継する。

３ 前二項の規定により登録事業者の地位を承継した者は、その承継の日から三十日以内に、

その旨を都道府県知事に届け出なければならない。

４ 第九条第二項から第四項までの規定は、前項の規定による届出について準用する。この場

合において、同条第三項中「第二十六条第一項又は第二項」とあるのは、「第二十六条第一項」

と読み替えるものとする。

（廃業等の届出）

第十二条 登録事業者は、次の各号のいずれかに該当するときは、その日の三十日前までに、

その旨を都道府県知事に届け出なければならない。

一 登録事業を廃止しようとするとき。

二 登録事業者である法人が合併及び破産手続開始の決定以外の理由により解散しようと

するとき。

２ 登録事業者が破産手続開始の決定を受けたときは、破産管財人は、その日から三十日以内

に、その旨を都道府県知事に届け出なければならない。

３ 登録事業者が次の各号に掲げる場合のいずれかに該当するに至ったときは、第五条第一項

の登録は、その効力を失う。

一 登録事業を廃止した場合

二 破産手続開始の決定を受けた場合

三 登録事業者である法人が合併及び破産手続開始の決定以外の理由により解散した場合

（指定の公示等）

第三十一条 都道府県知事は、指定をしたときは、指定登録機関の名称及び住所、指定登録機

関が行う登録事務の範囲、登録事務を行う事務所の所在地並びに登録事務の開始の日を公示

しなければならない。

２ 指定登録機関は、その名称若しくは住所又は登録事務を行う事務所の所在地を変更しよう

とするときは、変更しようとする日の二週間前までに、その旨を都道府県知事に届け出なけ

ればならない。

３ 都道府県知事は、前項の規定による届出があったときは、その旨を公示しなければならな

い。

第八十条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。

一 不正の手段によって第五条第一項の登録を受けた者

二 第九条第一項、第十一条第三項又は第十二条第一項若しくは第二項の規定による届出を

せず、又は虚偽の届出をした者

三 第十四条又は第三十四条第二項の規定に違反した者

四 第二十四条第一項又は第三十六条第一項の規定による報告をせず、又は虚偽の報告をし

た者

五 第二十四条第一項又は第三十六条第一項の規定による検査を拒み、妨げ、又は忌避した

者

六 第二十四条第一項又は第三十六条第一項の規定による質問に対して答弁せず、又は虚偽

の答弁をした者

七 第三十四条第一項の規定に違反して、帳簿を備え付けず、帳簿に記載せず、若しくは帳

簿に虚偽の記載をし、又は帳簿を保存しなかった者

八 第三十七条第一項の規定による許可を受けないで登録事務の全部を廃止した者


